林美月子先生業績目録 by unknown
︽
林
美
月
子
先
生
業
績
目
録
︾
一
著
書
一
九
六
七
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
矯
正
局
長
規
則
︵
共
著
︶
︵
一
九
七
九
年
三
月
法
務
省
︶
法
務
省
矯
正
局
監
獄
法
改
正
資
料
二
六
号
考
え
る
刑
法
︵
共
著
町
野
朔
・
西
田
典
之
他
︶
︵
一
九
八
七
年
九
月
弘
文
堂
︶
﹁
責
任
能
力
﹂﹁
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂︵
二
一
二
～
二
五
三
頁
︶
の
項
刑
法
判
例
大
系
総
論
︵
共
著
内
田
文
昭
他
︶
︵
一
九
八
八
年
四
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
責
任
論
﹂︵
一
〇
九
～
一
五
六
頁
︶
の
項
刑
法
判
例
大
系
各
論
︵
共
著
内
田
文
昭
他
︶
︵
一
九
八
九
年
三
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
偽
造
罪
﹂︵
一
九
一
～
二
二
四
頁
︶︑﹁
涜
職
の
罪
﹂︵
二
八
一
～
三
〇
五
頁
︶
の
項
情
動
行
為
と
責
任
能
力
︵
単
著
︶
︵
一
九
九
一
年
七
月
弘
文
堂
︶
改
訂
刑
法
判
例
大
系
︵
共
著
内
田
文
昭
責
任
編
集
︶
︵
一
九
九
四
年
四
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
責
任
論
﹂︵
一
〇
七
～
一
五
五
頁
︶
の
項
導
入
対
話
刑
法
総
論
︵
共
著
新
倉
明
他
︶
︵
二
〇
〇
〇
年
四
月
不
摩
書
房
︶
﹁
責
任
能
力
﹂︵
一
五
七
～
一
六
五
頁
︶︑﹁
期
待
可
能
性
﹂︵
一
六
五
～
一
七
二
頁
︶︑﹁
罪
数
﹂︵
二
五
五
～
二
六
二
頁
︶
の
項
注
釈
特
別
刑
法
五
巻
︵
共
著
︶
︵
一
九
八
四
年
四
月
立
花
書
房
︶
﹁
河
川
法
﹂︵
二
五
一
～
三
一
五
頁
︶
新
版
大
百
科
辞
典
︵
共
著
︶
︵
一
九
八
五
年
三
月
平
凡
社
︶
﹁
責
任
能
力
﹂︵
八
の
五
二
三
頁
︶︑﹁
常
習
犯
﹂︵
七
の
四
三
三
頁
︶︑﹁
累
犯
﹂︵
一
五
の
七
九
三
頁
︶︑﹁
完
行
﹂︑﹁
選
挙
犯
罪
﹂
︵
八
の
六
九
五
頁
︑
六
九
六
頁
︶︑﹁
誣
告
罪
﹂︵
一
二
の
一
〇
九
三
頁
︶︑﹁
侮
辱
罪
﹂︵
一
二
の
一
一
三
二
頁
︶
の
項
刑
法
各
論
︵
共
著
斉
藤
誠
二
編
著
︶
︵
一
九
八
六
年
一
二
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
名
誉
・
信
用
に
対
す
る
罪
﹂︵
一
二
五
～
一
四
二
頁
︶
の
項
争
点
ノ
ー
ト
刑
法
Ⅰ
総
論
︵
共
著
内
田
文
昭
編
︶
︵
一
九
八
八
年
一
二
月
法
学
書
院
︶
﹁
確
定
的
故
意
と
未
必
的
故
意
﹂︵
六
六
～
六
八
頁
︶︑﹁
認
識
の
な
い
過
失
と
認
識
の
な
い
過
失
﹂︵
七
二
～
七
五
頁
︶︑﹁
責
任
主
義
﹂
︵
一
二
一
～
一
二
三
頁
︶︑﹁
責
任
能
力
の
意
義
﹂︵
一
二
七
～
一
二
九
頁
︶︑﹁
限
定
責
任
能
力
﹂︵
一
三
〇
～
一
三
二
頁
︶
の
項
争
点
ノ
ー
ト
刑
法
Ⅱ
各
論
︵
共
著
内
田
文
昭
編
︶
︵
一
九
八
九
年
二
月
法
学
書
院
︶
﹁
居
住
者
の
承
諾
と
住
居
侵
入
罪
﹂︵
四
六
～
四
八
頁
︶︑﹁
本
権
説
5
と
所
持
説
﹂︵
六
七
～
六
九
頁
︶
の
項
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
Ⅱ
刑
法
各
論
︵
共
著
香
川
達
夫
編
︶
︵
一
九
八
九
年
六
月
三
省
堂
︶
﹁
背
任
お
よ
び
横
領
の
罪
の
項
﹂︵
二
三
八
～
二
六
〇
頁
︶︑﹁
犯
人
蔵
匿
罪
と
共
犯
関
係
︵
一
八
一
～
一
八
三
頁
︶
の
項
逐
条
判
例
刑
法
︵
共
著
内
田
文
昭
他
編
︶
︵
一
九
九
〇
年
七
月
法
学
書
院
︶
﹁
三
九
条
～
四
二
条
﹂︵
四
九
～
五
二
頁
︶︑﹁
一
〇
三
条
～
一
〇
五
条
の
二
﹂︵
八
四
～
八
八
頁
︶︑﹁
二
三
〇
条
～
二
三
二
条
﹂︵
一
九
三
～
一
九
六
頁
︶
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
︵
共
著
︶
︵
一
九
九
〇
年
九
月
有
斐
閣
︶
﹁
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
と
詐
欺
罪
﹂︵
四
六
七
～
四
九
三
頁
︶
条
解
精
神
衛
生
法
︵
共
著
大
谷
実
他
編
︶
︵
一
九
九
一
年
六
月
弘
文
堂
︶
﹁
応
急
入
院
﹂︵
一
八
七
～
一
九
六
頁
︶
の
項
キ
ー
ワ
ー
ド
︵
共
著
町
野
他
編
︶
︵
一
九
九
二
年
三
月
有
斐
閣
︶
﹁
状
態
犯
と
継
続
犯
﹂︵
四
二
～
四
三
頁
︶︑﹁
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂︵
六
〇
～
六
一
頁
︶︑﹁
不
法
領
得
の
意
思
﹂︵
一
七
〇
～
一
七
一
頁
︶
の
項
精
神
障
害
者
の
責
任
能
力
︵
共
著
中
谷
陽
二
編
︶
︵
一
九
九
三
年
一
一
月
金
剛
出
版
︶
﹁
情
動
行
為
と
責
任
能
力
﹂︵
一
一
四
～
一
三
五
頁
︶
内
藤
謙
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
︵
共
著
︶
︵
一
九
九
四
年
一
一
月
有
斐
閣
︶
﹁
錯
誤
に
基
づ
く
同
意
﹂︵
二
三
～
五
三
頁
︶
刑
法
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
︵
共
著
西
原
春
夫
他
編
︶
︵
一
九
九
五
年
六
月
柏
書
房
︶
﹁
責
任
能
力
﹂︵
三
三
一
～
三
五
二
頁
︶
の
項
ア
ル
マ
刑
法
︵
共
著
町
野
朔
他
編
︶
︵
一
九
九
五
年
一
二
月
有
斐
閣
︶
﹁
責
任
能
力
﹂
及
び
﹁
期
待
可
能
性
﹂︵
九
七
～
一
〇
五
頁
︐
一
四
一
～
一
四
八
頁
︶
の
項
現
代
社
会
に
お
け
る
没
収
・
追
徴
︵
共
著
町
野
朔
他
編
︶
︵
一
九
九
六
年
二
月
信
山
社
︶
﹁
没
収
・
追
徴
と
均
衡
原
則
﹂︵
四
四
～
六
一
頁
︶
刑
法
理
論
の
現
代
的
展
開
各
論
︵
共
著
︶
︵
一
九
九
六
年
六
月
日
本
評
論
社
︶
﹁
性
的
自
由
・
性
表
現
に
関
す
る
罪
﹂︵
五
八
～
七
五
頁
︶
松
尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
︵
共
著
︶
︵
一
九
九
八
年
七
月
有
斐
閣
︶
﹁
責
任
能
力
と
法
律
判
断
﹂︵
三
〇
九
～
三
三
八
頁
︶
新
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
︵
共
著
香
川
達
夫
編
︶
︵
一
九
九
八
年
一
〇
月
三
省
堂
︶
﹁
結
果
的
加
重
犯
と
過
失
の
要
否
﹂︵
一
六
六
～
一
六
七
頁
︶︑﹁
心
立教法学 第 97 号（2018)
6
神
喪
失
と
心
神
耗
弱
﹂︵
一
六
八
～
一
六
九
頁
︶︑﹁
精
神
分
裂
病
と
責
任
能
力
﹂︵
一
七
〇
～
一
七
一
頁
︶︑﹁
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
︱
故
意
犯
の
場
合
﹂︵
一
七
二
～
一
七
三
頁
︶︑﹁
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
︱
過
失
犯
の
場
合
﹂︵
一
七
六
～
一
七
七
頁
︶︑﹁
心
神
耗
弱
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
﹂︵
一
七
六
～
一
七
七
頁
︶︑﹁
実
行
行
為
と
責
任
能
力
﹂︵
一
七
八
～
一
七
九
頁
︶
の
項
三
訂
刑
法
判
例
大
系
︵
共
著
内
田
文
昭
責
任
編
集
︶
︵
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
責
任
論
﹂︵
一
一
一
～
一
五
四
頁
︶
の
項
内
田
文
昭
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
︵
共
著
︶
︵
二
〇
〇
二
年
一
一
月
青
林
書
院
︶
﹁
親
族
間
の
財
産
犯
罪
﹂︵
三
三
一
～
三
五
三
頁
︶
刑
事
法
辞
典
︵
共
著
三
井
誠
︑
町
野
朔
︑
曽
根
威
彦
︑
中
森
喜
彦
︑
吉
岡
一
男
︑
西
田
典
之
編
︶
︵
二
〇
〇
三
年
三
月
信
山
社
︶
﹁
一
般
予
防
﹂︵
一
六
頁
︶︑﹁
応
報
刑
﹂︵
三
六
頁
︶︑﹁
刑
事
未
成
年
﹂︵
一
八
八
頁
︶︑﹁
限
定
責
任
能
力
﹂︵
二
二
〇
頁
︶︑﹁
強
姦
罪
﹂︵
二
三
二
頁
︶︑﹁
常
習
犯
﹂︵
四
二
〇
頁
︶︑﹁
心
神
喪
失
﹂
︵
四
五
四
頁
︶︑﹁
心
神
耗
弱
﹂︵
四
五
三
頁
︶︑﹁
特
別
予
防
﹂︵
五
九
一
頁
︶︑﹁
部
分
的
責
任
能
力
﹂︵
六
八
六
頁
︶︑﹁
目
的
刑
﹂︵
七
六
一
頁
︶
の
項
導
入
対
話
刑
法
総
論
第
二
版
︵
共
著
新
倉
修
︑
酒
井
安
行
︑
高
橋
規
夫
︑
中
空
壽
雅
︑
武
藤
眞
朗
︑
只
木
誠
編
︶
︵
二
〇
〇
三
年
四
月
不
磨
書
房
︶
﹁
責
任
能
力
﹂︵
一
六
二
～
一
七
〇
頁
︶︑﹁
期
待
可
能
性
﹂︵
一
七
〇
～
一
七
六
頁
︶︑﹁
罪
数
﹂︵
二
六
一
～
二
六
八
頁
︶
の
項
ア
ル
マ
刑
法
総
論
第
二
版
︵
共
著
中
森
喜
彦
︑
町
野
朔
編
︶
︵
二
〇
〇
三
年
四
月
有
斐
閣
︶
﹁
責
任
能
力
﹂︵
九
二
～
一
〇
〇
頁
︶︑﹁
期
待
可
能
性
﹂︵
一
三
六
～
一
四
三
頁
︶
の
項
環
境
刑
法
の
総
合
的
研
究
︵
共
著
町
野
朔
編
︶
︵
二
〇
〇
三
年
九
月
信
山
社
︶
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
刑
法
﹂︵
二
三
九
～
二
六
四
頁
︶
刑
法
判
例
体
系
各
論
第
二
版
︵
共
著
内
田
文
昭
他
︶
︵
二
〇
〇
六
年
三
月
八
千
代
出
版
︶
﹁
取
引
の
平
穏
に
対
す
る
罪
﹂︵
一
九
九
～
二
三
二
頁
︶︑﹁
汚
職
の
罪
﹂︵
二
九
三
～
三
一
三
頁
︶
の
項
導
入
対
話
に
よ
る
刑
法
講
義
︵
総
論
︶
第
三
版
︵
共
著
新
倉
修
他
︶
︵
二
〇
〇
六
年
四
月
不
磨
書
房
︶
第
三
編
第
四
章
五
責
任
能
力
︵
一
六
三
～
一
七
〇
頁
︶︑
六
期
待
可
能
性
︵
一
七
〇
～
一
七
六
頁
︶︑
第
四
編
第
三
章
罪
数
︵
二
六
一
～
二
六
八
頁
︶
の
項
司
法
精
神
医
学
第
一
巻
司
法
精
神
医
学
概
論
︵
共
著
松
下
正
明
総
編
集
︶
︵
二
〇
〇
六
年
三
月
中
山
書
店
︶
﹁
裁
判
の
プ
ロ
セ
ス
︑
手
続
き
﹂︵
二
三
五
～
二
四
一
頁
︶
学
習
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
《林美月子先生業績目録》
7
法
︵
共
著
︶
︵
二
〇
〇
七
年
三
月
日
本
評
論
社
︶
﹁
累
犯
﹂︵
一
二
〇
～
一
二
四
頁
︶
の
項
精
神
科
医
療
と
法
︵
町
野
朔
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
︶︵
共
著
中
谷
陽
二
編
︶
︵
二
〇
〇
八
年
弘
文
堂
︶
﹁
情
動
行
為
の
責
任
能
力
判
断
﹂︵
二
三
～
四
四
頁
︶
新
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
︵
共
著
伊
東
研
祐
・
松
宮
孝
明
編
︶
︵
二
〇
一
三
年
三
月
日
本
評
論
社
︶
﹁
累
犯
﹂︵
一
四
二
～
一
四
六
頁
︶
の
項
刑
事
法
・
医
事
法
の
新
た
な
展
開
上
巻
︵
町
野
朔
先
生
古
稀
記
念
︶
︵
共
著
岩
瀬
徹
・
中
森
喜
彦
・
西
田
典
之
編
集
代
表
︶
︵
二
〇
一
四
年
三
月
信
山
社
︶
﹁
複
数
行
為
と
過
剰
防
衛
﹂︵
一
二
一
～
一
三
六
頁
︶
西
田
典
之
先
生
献
呈
論
文
集
︵
共
著
︶
︵
二
〇
一
七
年
有
斐
閣
︶
﹁
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
と
傷
害
︱
最
高
裁
平
成
二
四
年
七
月
二
四
日
決
定
を
契
機
と
し
て
﹂︵
二
六
五
～
二
八
二
頁
︶
刑
事
法
学
の
未
来
︵
長
井
圓
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
︶︵
共
著
︶
︵
二
〇
一
七
年
信
山
社
︶
﹁
精
神
鑑
定
を
採
用
し
得
な
い
合
理
的
事
情
﹂︵
六
一
～
七
五
頁
︶
日
髙
義
博
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集︵
二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
成
文
堂
︶
﹁
人
の
始
期
﹂
二
論
文
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
︵
一
︶
警
察
研
究
五
三
巻
二
号
︵
一
九
八
二
年
二
月
︶
四
三
～
五
五
頁
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
︵
二
︶
警
察
研
究
五
三
巻
四
号
︵
一
九
八
二
年
四
月
︶
六
七
～
七
八
頁
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
︵
三
︶
警
察
研
究
五
三
巻
六
号
︵
一
九
八
二
年
六
月
︶
四
三
～
五
六
頁
情
動
に
よ
る
意
識
障
害
︹
ド
イ
ツ
判
例
研
究
︺﹂
警
察
研
究
五
三
巻
六
号
︵
一
九
八
二
年
六
月
︶
八
八
～
九
三
頁
精
神
病
貭
と
責
任
能
力
︹﹁
ド
イ
ツ
判
例
研
究
﹂
警
察
研
究
五
三
巻
六
号
︵
一
九
八
二
年
六
月
︶
九
～
九
八
頁
窃
盗
罪
に
お
け
る
不
法
領
得
の
意
思
に
つ
い
て
の
一
考
察
︵
四
︶
警
察
研
究
五
三
巻
七
号
︵
一
九
八
二
年
七
月
︶
二
五
～
四
四
頁
幻
覚
犯
﹁
ド
イ
ツ
判
例
研
究
﹂
警
察
研
究
五
三
巻
七
号
︵
一
九
八
三
年
七
月
︶
六
二
～
七
二
頁
情
動
行
為
と
刑
事
責
任
︵
一
︶
神
奈
川
法
学
一
八
巻
二
号
︵
一
九
八
三
年
一
月
︶
一
～
五
〇
頁
情
動
行
為
と
刑
事
責
任
︵
二
︶
神
奈
川
法
学
一
八
巻
三
号
︵
一
九
八
三
年
三
月
︶
五
九
～
一
三
七
頁
情
動
行
為
と
刑
事
責
任
︵
三
︶
神
奈
川
法
学
一
九
巻
一
号
︵
一
九
八
三
年
八
月
︶
一
二
三
～
一
八
四
頁
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実
行
行
為
と
責
任
能
力
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
研
究
年
報
四
号
︵
一
九
八
四
年
三
月
︶
一
～
二
七
頁
横
領
と
背
任
法
学
教
室
一
九
八
五
年
五
月
号
一
五
三
頁
傷
害
の
意
義
法
学
教
室
一
九
八
五
年
七
月
号
一
一
三
頁
責
任
能
力
と
故
意
︱
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
判
例
を
め
ぐ
っ
て
︱
神
奈
川
法
学
二
一
巻
一
号
︵
一
九
八
六
年
一
月
︶
一
二
一
～
一
四
五
頁
責
任
能
力
規
定
を
め
ぐ
っ
て
︱
模
範
刑
法
典
修
正
ア
プ
ロ
ー
チ
と
メ
ン
ズ
・
レ
ア
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
立
︱
神
奈
川
法
学
二
二
巻
二
号
︵
一
九
八
七
年
二
月
︶
二
三
一
～
三
一
五
頁
実
質
的
責
任
概
念
刑
法
の
争
点
︵
新
版
・
一
九
八
七
年
三
月
︶
七
〇
～
七
一
頁
不
法
領
得
の
意
思
刑
法
の
争
点
︵
新
版
・
一
九
八
七
年
三
月
︶
二
五
四
～
二
五
五
頁
一
時
使
用刑
法
の
争
点
︵
新
版
・
一
九
八
七
年
三
月
︶
二
五
六
～
二
五
七
頁
精
神
障
害
者
に
対
す
る
有
罪
判
決
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
研
究
年
報
九
号
︵
一
九
八
八
年
三
月
︶
七
七
～
九
九
頁
賍
物
罪
有
斐
閣
別
冊
法
学
教
室
刑
法
の
基
本
判
例
︵
一
九
八
八
年
四
月
︶
一
六
四
～
一
六
七
頁
文
書
概
念
、
名
義
人
に
よ
る
変
造
︹
ド
イ
ツ
判
例
研
究
︺
警
察
研
究
五
九
巻
六
号
︵
一
九
八
八
年
六
月
︶
六
〇
～
七
〇
頁
状
態
犯
と
継
続
犯
神
奈
川
法
学
二
四
巻
二
・
三
号
︵
一
九
八
九
年
三
月
︶
一
～
二
九
頁
量
刑
に
お
け
る
二
重
評
価
の
理
論
神
奈
川
法
学
二
六
巻
一
号
︵
一
九
九
〇
年
一
二
月
︶
一
三
五
～
一
六
一
頁
責
任
能
力
の
諸
問
題
刑
法
雑
誌
三
一
巻
四
号
︵
一
九
九
一
年
五
月
︶
九
四
～
一
一
三
頁
幇
助
の
因
果
性
法
学
教
室
一
九
九
二
年
二
月
号
三
二
頁
性
的
自
由
・
性
表
現
に
関
す
る
犯
罪
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
九
二
年
一
一
月
号
九
〇
～
九
六
頁
量
刑
事
情
と
評
価
方
向
神
奈
川
法
学
二
七
巻
二
・
三
号
︵
一
九
九
二
年
一
一
月
︶
一
三
五
～
一
六
七
頁
実
行
行
為
途
中
か
ら
の
責
任
無
能
力
神
奈
川
法
学
二
八
巻
一
号
︵
一
九
九
三
年
七
月
︶
二
八
三
～
三
〇
六
頁
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責
任
無
能
力
者
の
精
神
施
設
へ
の
収
容
継
続
要
件
神
奈
川
法
学
二
九
巻
二
号
︵
一
九
九
四
年
五
月
︶
一
四
一
～
一
五
八
頁
没
収
・
追
徴
と
均
衡
原
則
神
奈
川
法
学
三
〇
巻
一
号
︵
一
九
九
五
年
三
月
︶
一
七
一
～
一
九
〇
頁
責
任
能
力
判
断
の
検
討
刑
法
雑
誌
三
六
巻
一
号
︵
一
九
九
六
年
八
月
︶
七
三
～
八
二
頁
責
任
無
能
力
抗
弁
廃
止
の
そ
の
後
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
研
究
年
報
一
号
︵
一
九
九
六
年
一
〇
月
︶
一
〇
三
～
一
三
二
頁
過
剰
防
衛
と
違
法
減
少
神
奈
川
法
学
三
二
巻
一
号
︵
一
九
九
八
年
三
月
︶
一
～
一
六
頁
責
任
能
力
の
認
定
産
大
法
学
三
二
巻
二
・
三
号
︵
一
九
九
八
年
一
二
月
︶
二
三
九
～
二
五
七
頁
責
任
能
力
と
鑑
定
季
刊
刑
事
弁
護
一
七
号
︵
一
九
九
九
年
一
月
︶
三
七
～
四
〇
頁
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
刑
法
神
奈
川
法
学
三
二
巻
三
号
︵
一
九
九
九
年
三
月
︶
一
～
三
二
頁
責
任
能
力
後
の
入
院
と
精
神
医
療
審
査
会
産
大
法
学
三
四
巻
三
号
︵
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
︶
二
〇
八
～
二
四
五
頁
許
さ
れ
た
危
険
刑
法
の
争
点
︵
第
三
版
・
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
︶
三
八
～
三
九
頁
保
護
責
任
の
発
生
根
拠
刑
法
の
争
点
︵
第
三
版
・
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
︶
一
三
六
～
一
三
七
頁
実
行
途
中
か
ら
の
心
神
喪
失
・
心
神
耗
弱
現
代
刑
事
法
二
〇
号
︵
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
︶
四
九
～
五
四
頁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
責
任
無
能
力
制
度
を
め
ぐ
っ
て
神
奈
川
法
学
三
五
巻
一
号
︵
二
〇
〇
二
年
一
月
︶
八
一
～
一
〇
二
頁
精
神
障
害
と
刑
事
責
任
能
力
現
代
刑
事
法
三
六
号
︵
二
〇
〇
二
年
四
月
︶
四
〇
～
四
五
頁
配
偶
者
に
よ
る
暴
力
︱
ド
イ
ツ
の
対
応
神
奈
川
法
学
三
五
巻
二
号
︵
二
〇
〇
二
年
四
月
︶
一
一
七
～
一
四
九
頁
心
神
喪
失
者
医
療
観
察
法
案
に
つ
い
て
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
〇
号
︵
二
〇
〇
二
年
九
月
︶
二
一
～
二
五
頁
一
過
性
の
障
害
お
よ
び
主
観
的
犯
罪
要
素
の
鑑
定
季
刊
刑
事
弁
護
三
二
号
︵
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
︶
五
〇
～
五
五
頁
責
任
能
力
制
度
と
精
神
医
療
の
強
制
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町
野
朔
編
精
神
医
療
と
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
︵
二
〇
〇
四
年
三
月
有
斐
閣
︶
一
一
二
～
一
一
六
頁
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
傷
害
神
奈
川
法
学
三
六
巻
三
号
︵
二
〇
〇
四
年
三
月
︶
二
一
九
～
二
四
三
頁
偽
証
罪
小
論
立
教
法
学
七
〇
号
︵
二
〇
〇
六
年
三
月
︶
一
九
三
～
二
一
四
頁
不
法
領
得
の
意
思
と
毀
棄
・
隠
匿
の
意
思
立
教
法
学
七
五
号
︵
二
〇
〇
八
年
三
月
︶
一
～
二
一
頁
責
任
能
力
、
補
助
公
務
員
の
作
成
権
限
刑
法
の
争
点
︵
第
四
版
・
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
︶
八
二
～
八
三
頁
、
二
二
八
～
二
二
九
頁
医
療
観
察
法
に
お
け
る
医
療
の
必
要
性
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
号
︵
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
︶
一
一
～
一
七
頁
刑
事
責
任
能
力
と
裁
判
員
制
度
︱
刑
法
学
の
立
場
か
ら
︱
法
と
精
神
医
療
二
四
号
︵
二
〇
〇
九
年
一
一
月
︶
四
一
～
六
二
頁
窃
盗
後
の
二
項
強
盗
立
教
法
学
七
九
号
︵
二
〇
一
〇
年
三
月
︶
一
～
二
九
頁
家
庭
内
暴
力
︵
Ｄ
Ｖ
︶
と
犯
罪
立
法
刑
法
雑
誌
五
〇
巻
三
号
︵
二
〇
一
一
年
三
月
︶
四
一
七
～
四
二
七
頁
家
庭
内
暴
力
と
正
当
防
衛
神
奈
川
法
学
四
三
巻
一
号
︵
二
〇
一
一
年
二
月
山
火
正
則
教
授
退
官
記
念
号
︶
四
三
～
六
七
頁
医
療
観
察
法
の
対
象
行
為
と
故
意
研
修
七
五
六
号
︵
二
〇
一
一
年
六
月
︶
一
～
一
四
頁
責
任
能
力
判
断
と
精
神
鑑
定
立
教
法
学
八
七
号
︵
二
〇
一
三
年
三
月
︶
二
四
六
～
二
八
六
頁
情
動
行
為
と
意
識
障
害
立
教
法
務
研
究
九
号
︵
二
〇
一
六
年
三
月
廣
瀬
健
二
教
授
退
職
記
念
号
︶
一
〇
九
～
一
四
二
頁
Ⅲ
判
例
評
釈
刑
法
九
五
条
一
項
に
い
う
職
務
の
範
囲
警
察
研
究
五
〇
巻
一
二
号
︵
一
九
七
九
年
一
二
月
︶
五
九
～
六
八
頁
酒
酔
い
運
転
の
罪
の
犯
意
警
察
研
究
五
二
巻
四
号
︵
一
九
八
一
年
四
月
︶
六
七
～
七
一
頁
防
衛
の
意
思
と
攻
撃
意
思
と
が
併
存
し
て
い
る
場
合
と
刑
法
三
六
条
の
防
衛
行
為
警
察
研
究
五
二
巻
八
号
︵
一
九
八
一
年
八
月
︶
六
七
～
七
〇
頁
窃
盗
罪
の
成
立
に
必
要
な
不
正
領
得
の
意
思
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
警
察
研
究
五
三
巻
五
号
︵
一
九
八
二
年
五
月
︶
七
五
～
八
〇
頁
常
習
累
犯
窃
盗
罪
と
窃
盗
の
着
手
に
至
ら
な
い
窃
盗
目
的
の
住
居
侵
入
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の
罪
と
の
罪
数
関
係
警
察
研
究
五
四
巻
一
〇
号
︵
一
九
八
三
年
一
〇
月
︶
七
四
～
八
一
頁
現
業
業
務
と
公
務
執
行
妨
害
罪
刑
法
判
例
百
選
各
論
︵
第
二
版
・
一
九
八
四
年
四
月
︶
二
一
八
～
二
一
九
頁
二
項
強
盗
と
包
括
一
罪
法
学
教
室
昭
和
六
二
年
五
月
号
一
二
六
～
一
二
八
頁
二
項
強
盗
と
包
括
一
罪
法
学
教
室
別
冊
判
例
セ
レ
ク
ト
八
七
︵
一
九
八
八
年
一
月
︶
二
九
頁
ゴ
ル
フ
場
内
の
ロ
ス
ト
ボ
ー
ル
と
窃
盗
罪
昭
和
六
三
年
度
重
要
判
解
説
︵
一
九
八
八
年
六
月
︶
一
六
四
～
一
六
五
頁
不
法
領
得
の
意
思
の
内
容
法
学
教
室
別
冊
判
例
セ
レ
ク
ト
八
八
︵
一
九
八
九
年
一
月
︶
三
〇
頁
複
数
の
建
物
の
現
住
建
造
物
性
法
学
教
室
別
冊
判
例
セ
レ
ク
ト
八
九
︵
一
九
九
〇
年
二
月
︶
三
六
頁
故
意
犯
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
︵
第
三
版
・
一
九
九
一
年
三
月
︶
八
〇
～
八
一
頁
情
報
の
不
法
入
取
と
横
領
罪
刑
法
制
例
百
選
Ⅱ
各
論
︵
第
三
版
・
一
九
九
二
年
四
月
︶
一
一
二
～
一
一
三
頁
故
意
犯
と
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
︵
第
四
版
・
一
九
九
七
年
四
月
︶
七
八
～
七
九
頁
情
報
の
不
法
入
手
と
横
領
罪
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
︵
第
四
版
・
一
九
九
七
年
五
月
︶
一
一
四
～
一
一
五
頁
民
事
の
対
物
没
収
は
二
重
の
危
険
条
項
の
﹁
処
罰
﹂
に
は
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
日
米
法
学
会
ア
メ
リ
カ
法
一
九
九
七
-Ⅱ
︵
一
九
九
八
年
三
月
︶
二
二
一
～
二
二
七
頁
被
告
人
は
是
非
善
悪
の
判
断
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
が
著
し
く
減
弱
す
る
状
態
で
犯
行
に
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
の
合
理
的
疑
い
を
否
定
で
き
な
い
事
例
判
例
時
報
一
六
四
〇
号
︵
一
九
九
八
年
八
月
︶
二
二
一
～
二
二
五
頁
約
三
年
の
間
に
合
計
三
人
を
殺
害
す
る
な
ど
し
た
被
告
人
に
対
し
て
、
心
神
喪
失
あ
る
い
は
、
心
身
耗
弱
と
の
鑑
定
人
の
意
見
を
い
ず
れ
も
排
斥
し
た
上
で
、
死
刑
を
言
い
渡
し
た
事
例
判
例
時
報
一
七
〇
六
号
︵
二
〇
〇
〇
年
六
月
︶
二
二
一
～
二
二
五
頁
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承
継
的
共
犯
︵
一
︶
刑
法
判
例
百
選
総
論
︵
第
五
版
・
二
〇
〇
三
年
五
月
︶
一
六
二
～
一
六
三
頁
顔
写
真
の
使
用
と
人
格
の
同
一
性
刑
法
判
例
百
選
各
論
︵
第
五
版
・
二
〇
〇
三
年
五
月
︶
一
八
八
～
一
八
九
頁
ロ
ー
ン
カ
ー
ド
の
詐
取
と
現
金
窃
盗
の
成
否
平
成
一
四
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
〇
三
年
七
月
︶
一
四
八
～
一
五
〇
頁
騙
取
金
の
新
た
な
詐
欺
に
よ
る
支
払
い
法
学
教
室
二
〇
〇
四
年
八
月
号
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
不
法
領
得
の
意
思
平
成
一
六
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
〇
五
年
六
月
︶
一
六
一
～
一
六
二
頁
責
任
能
力
の
判
断
基
準
刑
法
判
例
百
選
総
論
︵
第
六
版
・
二
〇
〇
八
年
三
月
︶
六
八
～
六
九
頁
詐
欺
罪
と
財
産
上
の
損
害
︵
三
︶
刑
法
判
例
百
選
各
論
︵
第
六
版
・
二
〇
〇
八
年
三
月
︶
九
八
～
九
九
頁
強
制
執
行
妨
害
罪
の
終
了
時
期
平
成
一
九
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
〇
八
年
四
月
︶
一
六
五
～
一
六
六
頁
精
神
鑑
定
の
意
見
の
一
部
採
用
と
責
任
能
力
の
有
無
・
程
度
の
判
定
平
成
二
二
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
一
一
年
四
月
︶
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
一
児
童
ポ
ル
ノ
を
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
目
的
で
所
持
し
た
場
合
の
罪
数
二
児
童
ポ
ル
ノ
で
あ
り
、
か
つ
、
刑
法
一
七
五
条
の
わ
い
せ
つ
物
で
あ
る
物
を
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
目
的
で
所
持
し
た
行
為
が
、
全
体
と
し
て
一
罪
と
さ
れ
た
事
例
判
例
時
報
二
一
三
〇
号
︵
二
〇
一
二
年
一
月
︶
一
六
五
～
一
六
八
頁
︵
判
例
評
論
六
三
五
号
一
九
～
二
二
頁
︶
精
神
鑑
定
の
意
見
の
一
部
採
用
と
責
任
能
力
の
有
無
・
程
度
の
判
定
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
号
︵
二
〇
一
二
年
八
月
︶
二
五
八
～
二
六
二
頁
責
任
能
力
の
基
準
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
︵
第
七
版
・
二
〇
一
四
年
七
月
︶
七
〇
～
七
一
頁
毀
棄
目
的
と
毀
棄
目
的
と
不
法
領
得
の
意
思
刑
法
判
例
百
選
Ⅱ
各
論
︵
第
七
版
・
二
〇
一
四
年
八
月
︶
六
四
～
六
五
頁
暴
力
団
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
申
告
せ
ず
に
ゴ
ル
フ
場
の
施
設
利
用
を
申
し
込
む
行
為
と
詐
欺
罪
の
成
否
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平
成
二
六
年
度
重
要
判
例
解
説
︵
二
〇
一
五
年
四
月
︶
一
六
七
～
一
六
九
頁
Ⅳ
そ
の
他
︵
書
評
等
︶
R
e
a
l
R
a
p
e︹
書
評
︺
日
米
法
学
会
ア
メ
リ
カ
法
一
九
八
八
︱
Ⅰ
︵
一
九
八
八
年
七
月
︶
五
四
～
六
一
頁
森
村
進
著
﹃
行
為
責
任
・
性
格
責
任
・
人
格
形
成
責
任
﹄
を
読
ん
で
︹
書
評
︺
法
の
理
論
九
︵
一
九
八
八
年
一
一
月
︶
二
七
九
～
二
八
八
頁
責
任
能
力
の
諸
問
題
︹
学
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
︺
法
学
教
室
一
二
〇
号
︵
一
九
九
〇
年
九
月
︶
一
〇
頁
現
代
刑
事
法
学
の
視
点
﹁
中
空
壽
雅
﹃
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
法
理
﹄
の
再
検
討
﹂︹
書
評
︺
法
律
時
報
六
三
巻
四
号
︵
一
九
九
一
年
三
月
︶
九
〇
～
九
三
頁
一
九
九
二
学
会
だ
よ
り
︹
日
本
刑
法
学
会
七
〇
会
大
会
の
報
告
︺
法
学
教
室
一
九
九
二
年
六
月
号
九
五
頁
一
九
九
三
学
会
だ
よ
り
︹
日
本
刑
法
学
会
七
一
回
大
会
の
報
告
︺
法
学
教
室
一
九
九
三
年
七
月
号
一
二
〇
頁
責
任
と
予
防
︹
第
七
二
回
刑
法
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
責
任
と
予
防
﹂
の
質
疑
応
答
・
フ
ロ
ア
ー
の
討
論
を
ま
と
め
た
も
の
︺
刑
法
雑
誌
三
四
巻
三
号
︵
一
九
九
五
年
七
月
︶
四
五
九
～
四
六
三
頁
長
井
圓
著
﹁
交
通
刑
法
と
過
失
共
同
正
犯
論
﹂︹
書
評
︺
神
奈
川
大
学
評
論
二
三
号
︵
一
九
九
六
年
三
月
︶
一
五
二
～
一
五
三
頁
タ
リ
オ
の
原
理
︹
随
筆
︺
日
本
学
術
協
力
財
団
・
学
術
の
動
向
四
巻
四
号
︵
一
九
九
九
年
四
月
︶
五
三
～
五
五
頁
第
一
〇
回
国
連
犯
罪
防
止
会
議
腐
敗
と
の
闘
い
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
九
一
号
︵
二
〇
〇
〇
年
一
月
︶
三
二
～
三
六
頁
第
一
〇
回
国
連
犯
罪
防
止
会
議
︹
第
一
〇
回
国
連
犯
罪
防
止
会
議
に
つ
い
て
の
報
告
︺
刑
法
雑
誌
四
〇
巻
二
号
︵
二
〇
〇
一
年
二
月
︶
二
七
三
～
二
八
〇
頁
法
律
学
の
面
白
さ
︹
随
筆
︺
神
奈
川
大
学
・
学
問
へ
の
誘
い
︵
二
〇
〇
一
年
三
月
︶
一
三
～
一
五
頁
第
一
〇
回
国
連
犯
罪
防
止
会
議
に
出
席
し
て
︹
国
際
会
議
報
告
︺
学
術
の
動
向
六
巻
四
号
︵
二
〇
〇
一
年
四
月
︶
七
三
～
七
五
頁
立
教
大
学
法
学
会
・
新
任
教
員
の
自
己
紹
介
法
学
周
辺
三
三
号
︵
二
〇
〇
五
年
︶
三
九
～
四
二
頁
︹
書
評
︺
安
田
拓
人
﹃
刑
事
責
任
能
力
の
本
質
と
そ
の
判
断
﹄︵
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
︶
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刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
号
︵
二
〇
〇
七
年
四
月
︶
一
〇
五
～
一
〇
七
頁
私
が
研
究
者
に
な
る
ま
で
﹁
研
究
者
と
し
て
の
変
遷
﹂
日
本
学
術
協
力
財
団
・
学
術
の
動
向
一
二
巻
八
号
︵
二
〇
〇
七
年
八
月
︶
七
四
頁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
責
任
能
力
と
責
任
主
義
刑
法
雑
誌
四
七
巻
二
号
︵
二
〇
〇
八
年
二
月
︶
二
九
四
～
二
九
八
頁
法
律
学
の
面
白
さ
︹
随
筆
︺
神
奈
川
大
学
・
学
問
へ
の
誘
い
創
刊
三
〇
周
年
記
念
号
︵
二
〇
一
七
年
一
月
、
再
収
録
︶
一
三
三
～
一
三
五
頁
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